	資料名
	26　中学生・高校生はまだ子ども？　もう大人？
	副読本のページ
	142

	主題名
	権利と義務を理解する
	内容項目
	4-(1)遵法の精神，権利・義務，規律・秩序
	指導時期
	12月２週

	ねらい
	法律に定められた権利と義務の関係について考えを深め，自他の権利を尊重し，共によりよく生きようとする態度を育てる

	主題設定の理由
	中学２年生という時期は，大人として認めるにはまだまだ未熟な時期である。学校の決まりや家庭の約束事，社会の目に対して反発するなど，自分らしくありたいと願いを強く主張することが，大人への一歩だと考える生徒も多い。本資料を通して，自分の権利を正しく主張しながら，与えられた責任をきちんと果たすことが大人になるということだと理解することで，自他共によりよく生きようとする態度を育てたい。

	学 習 活 動
	導 入
	１　「中学生・高校生はまだ子ども？ もう大人？」の最初の部分を読んで，学習のきっかけをつかむ。

①「中学生や高校生は子どもなんだろうか，大人なんだろうか。」について，自由に意見を交換しましょう。



	
	展 開
	２　資料の続きを読んで，自分たちがもっている権利と義務について整理する。

①筆者は，「子ども」と「大人」の違いはどんなことだと言っていますか。

②筆者は，「日本国憲法」では，どんなことであなたは「大人」だと言っていますか。

③法律でみると，今のあなたはどんなことで「子ども」で，どんなことで「大人」なのかまとめましょう。

④なぜ年齢によって子どもと大人が区別されるのか，話し合ってみましょう。

	
	
	３　権利と義務の関係について話し合い，自分の考えを深める。

①なぜ権利が大きくなれば義務も大きくなるのでしょう。権利と義務の関係について話し合ってみましょう。

	
	終 末
	４　「大人」になるとはどういうことか考える。

①｢大人｣になるとはどういうことでしょう。「心のノート」P.88に書いてみましょう。

	心のノート
	展開で権利と義務の関係について考える際にP.89を参考にさせる。終末で「大人になるということ」について考えたことをP.88に書き留めさせる。



　　　　　　


中学生・高校生はまだ子ども？もう大人？


　　　


　








　自分の行動を


　　大人　　自由に決められる


　　子ども　自分では決められない


　


十四歳を法律の区分でみると


　


大人　　幸福の追求。自己を高める。


　　子ども　就職　結婚　飲酒…








できないことがたくさんある。


権利が増えると義務も増える。


　　　・自他の権利を尊重するから


　　　・社会の一員としての責任





　　　　　　↓


　　真の大人







































